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で見て読むために作られている原本を、忠実に内
容がきちんと伝わるように音声訳するには、いろいろ
な配慮（処理）が必要です。
カッコなどの記号はどうするか、漢字の補足の仕方
などはこれまでに度々紹介してきました。しかし、音
声訳者にとって一番大切なのは目で見ればわかるのに
音にするとわからなくなる、補足の必要な箇所を気付
くことです。

そのまま読んだのではわからない所、といっても色々
あります。
例えば、

○同音異義語 文脈から容易にわかる時にはいいので
すが、そうでない時は使われている字を説明したり意
味を言いそえたりします。「同音異義語」には造語な
ども入ります。また、同じ漢字でも「音読み」と「訓
読み」が一つの文章の中に同時に出て来る時の「異音
同義語」や、同じ音で同じような意味で、違う漢字が
同時に出て来る時の「同音同義語」などの時も必要な
時があります。

○字下げや空白行、活字の種類やポイントを変える、
などで区別されている文章は「引用・・・引用終わり」
や「カギカッコ・・・トジ」を言いそえてわかるよう

に読みます。

○対談などの司会者で、人名でなく棒線、又は、空白
行などで棒線もない場合などで、話し手がかわったこ
とがわかるようになっている時には、司会者、編集者、
○○、などそこにふさわしい言葉を選んで読みかえま
す。

○目次などで、活字を変えて項目の大小がわかるよう
になっていることもよくあります。Ⅰ、１、一、は読
めばどれも「イチ」で、これでは項目の大小はわかり
ません。章、節、或いは、階層化して、１、１の１、
など適当な言葉を補うことが必要です。

この他にも、表や図などただ読むことのできないも
のも色々あります。録音図書製作の現場では、当然の
ことながら音声訳者をはじめ校正者も編集者も原本を
みながら作業を進めます。見てわかってしまうと、音
にするとわからなくなる所を見逃してしまいがちです。
私たちが原本を読んで理解するのと同じように理解し
てもらうためには、図や表は、
●どのような説明をすればいいのか、
●どこに入れればいいのか、
利用者の立場に立って考えてみることを忘れないよう
にしたいものです。

(

火)

『
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
』

10
時
〜
12
時

(

水)

『
は
な
み
ず
き
』
１
時
半
〜
３
時
半

(

木)

『
二
十
四
の
瞳
』

10
時
〜
12
時

『
橋
本
勝
利
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
』

（
水
）
１
時
〜
３
時

(

金)

１
時
〜
３
時

未
定

『
月
曜
チ
ー
ム
』

23
日(

火)

『
火
曜
チ
ー
ム
』

24
日(

水)

『
水
曜
チ
ー
ム
』

25
日(

木)

『
木
曜
チ
ー
ム
』

19
日(

金)

『
金
曜
チ
ー
ム
』

27
日(

土)

『
土
曜
チ
ー
ム
』

10
月
15
日(

月)

ス
タ
ー
ト

午
後
１
時
〜
３
時

10
月
19
日(

金)

『
東
洋
医
学
コ
ー
ス
』ス
タ
ー
ト

午
後
２
時
〜
４
時

11
月
19
日(

月)

『
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
』ス
タ
ー
ト

午
後
１
時
〜
３
時

『ろくおん通信』No.151 2007年９月15日 (1)

久保 洋子

シモツケソウ



(2) 『ろくおん通信』No.151 2007年９月15日

昨年より製作量が、ダウン

自宅録音チームの奮闘に期待

２００７年度も半分が過ぎました。中間の製作統

計が出ましたが、２００７年度当初に掲げた、昨年

度比、３０タイトルアップの目標は、現状では厳し

い情況になっています。右に掲げました統計では

「自館製作」（※新刊発表は他館製作も一部、取り

寄せて紹介している）はタイトルでは昨年度よりわ

ずかに伸びていることになっていますが、実質の製

作巻数（カセットに変換した巻数）で見ますと、昨

年より１２９巻分少なくなっています。これは1ヶ

月分の製作量に匹敵する量です。後半からは国立国

会図書館からの委託製作が本格的に入ってきますの

で、このままでは、昨年の製作量を維持するのも大

変厳しい状況になってきています。

今年から自宅録音チーム（マトリョーシカ、はな

みずき、２４の瞳）の３チームが共同製作を開始し

ていますが、この自宅チームのがんばりが今後の製

作量の増減に大きく影響してきます。自宅録音チー

ムの奮闘に大いに期待していますのでよろしくお願

いします。

一貫した養成体制の確立

「初心者音訳講習会」は第３期まで定

員いっぱいの盛況

安田知博さんの「初心者音訳講習会（全８回）」

（毎週月曜日、午後）は定員１５名ですが、第１期

から第３期まで定員オーバーの盛況です。第１期の

修了生の何人かは、7月からはじまった「プライベー

ト講習会」を受講されています。受講後は、盲人情

報文化センターの「プライベートチーム」に所属し

ていただき、そこで月１回（第２水曜、午後）の勉

強会に参加しながら、プライベート図書製作に携わっ

ていただきます。

さらに、「蔵書製作」を希望される方は、来年７

月から予定しています「録音図書製作講習会」を受

講していただきます。

「初心者音訳講習会」の第２期～第３期を修了さ

れた方は、来年２月から実施予定の「プライベート

講習会」（年２回実施）を受講していただく予定で

す。

専門図書音訳講習会は、今年１０月から「東洋医

学コース」（金曜日）、１１月から「パソコンコー

ス」、来年２月から「古典コース」を予定していま

す。特に古典コースは２０名を越える方の申し込み

がありますので参加者を調整しなくてはならないほ

どの盛況です。専門音訳講座は盲人情報文化センター

の音声訳ボランティアは、順次、各コースを受講し

ていただく予定ですのでよろしくお願いいたします。

録音製作係 清水 賢造

ﾐﾔﾏﾎﾂﾂｼﾞ
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当館で活動されています音声訳

ボランティアの遠藤さんより、

「ページホルダー」（写真参照）を紹介してい

ただきました。これは早川福祉会館でも利用し

ているものだそうです。一見、どう使うのかわ

りませんが、写真のようにして使用します。慣

れると大変便利なようです。一度、試してくだ

さい。

盲人情報文化センターでもスタジオに配置す

るようにします。価格は４９４円。（税込み）

音訳する時に、本をうまく固定する

ものは無いでしょうか。良いものが

あれば教えてください。

古典チームのメンバーは、現在１３名。毎月第２

土曜日の午後に勉強会を行っています。

古典チーム発足以来、主に明治維新以降の、近代文

学作品を数々手掛けてきました。

古典文学に比して、これらは分かり易い文章ではあ

りますが、旧漢字・旧仮名遣いの表記や、今ではまっ

たく耳にすることのなくなった言葉遣い等、今の私

達にとっては「充分、古典」です。そこで、毎月の

勉強会の内容も、各自が担当している作品中の、音

訳処理の難しい箇所、興味深い箇所を持ち寄って、

メンバーのお知恵拝借、あるいはメンバーの今後の

参考に、となります。

古典の知識が全くない儘、途中入会させて頂いた

私にとって、この勉強会は唯一の「知識の仕入れ場

所」。毎回、和やかで楽しい雰囲気の中、先輩メン

バーの皆さんの古典の造詣の深さに感嘆しつつ、沢

山の新しい知識を教えて頂いております。（その知

識をずっと憶えていられたら良いのですが･･････）

また最近では、国会図書館からの和歌や漢文の委託

図書に加え、蔵書としても、古典文学作品を読み始

めています。

来年の２月～３月にかけて「古典の講習会」も予

定されております。興味・関心を持たれた方は、是

非ご参加ください。 （山口孝代 記）

「ページホルダー」

第２土曜、定例勉強会



「録音図書製作講習会」

１０月から「モニターの実践研修」に

今年の4月から「録音図書製作講習会」（木曜日・12

名）がスタートしていますが、１０月から、講習会と

平行して、ベテラン音声訳者のモニターに付く実践研

修に入っていきます。モニター者は、1冊の本を「は

じめから最後まで」担当するのを原則としています。

曜日は月曜から土曜の各曜日にまたがります。新人の

研修生ですので、先輩の方々のご援助、よろしくお願

いします。
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専門図書音訳講座がこの秋から下記の内容で２コー

スがスタートします。受講希望者は係までお申し出

ください。盲人情報文化センター推薦で受講できま

す。費用はいりません。

●「東洋医学コース」（全５回）
講師 片山一夫氏

（元国立神戸視障センター教諭）

１０月１９日（金）～１２月７日（金）

午後２時～４時

●「パソコンコース」（全５回）
講師 中本 和代氏

（近畿視情協パソコンチームリーダー）

１１月１９日（月）～１２月１７日（月）

午後１時～３時

盲人情報文化センターのデイジー編集ボランティア

を対象にした講座が下記の通り行われます。火曜コー

スと水曜コースは既に９月中に修了しました。同じ

内容で１０月も行われます。編集者は調整していた

だき、いずれかのコースを受講してください。

●「木曜コース 」
第１回目 １０月 ４日（木）

第２回目 １０月１８日（木）

●「金曜コース 」
第１回目１０月５日（金）

第２回目 １０月１９日（金）

時間： いずれも １３時～１５時

会場： ６階 第４会議室

講師： 大林 緑 氏

安田知博氏による「音声訳初心者講習会」第４期を

受け付けています。この講習会は先着順で、試験等

はありません。音声訳についてはまったく初心者を

対象としています。

講 師 安田 知博 氏

講習期間 2008年1月21日(月)

～3月10日(月)全８回

時 間 13時～15時

会 場 盲人情報文化センター６階会議室

参加費用 3000円(全８回分の資料代)

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ映画会のご案内

「武士の一分」の映画会が12月1日（土）、玉水会館で行われ

ます。この映画は、視覚障害者や聴覚障害者も楽しめるよう

に「音声ガイド」/「字幕」付きの映画です。今後、映画に限

らず、テレビなどの番組も音声ガイド付きの番組も増えてい

くことが予想されます。音声ガイドは今後、視覚障害者の求

めに応じて音訳者が音声ガイドを行う仕事も新しい分野とし

て広がっていくことか期待されています。

場 所 玉水会館

日 程 ２００７年12月1日（土）

午前の部 １０時～

午後の部 １４時～

13:30～感謝式典

協力金 １０００円 こども５００円

問い合わせ

盲人情報文化センター総務 中川

電話 06-6211-1500

主 催 社会福祉法人日本ライトハウス

協 賛 大阪東ライオンズクラブ

ﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ

クルマユリ


